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港
新
聞
３
面
川

０
９
１
５
０
３

口

井

藤

口

自
転
車
走
行
の
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
考
え
よ
う

（
田
中
２
・
藤
原つ

勉と
む

歳
）

昨
年
十
二
月
の
朝
日
新
聞
で

吉
村
作さ

く

治じ

・
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
が
都
会
の
歩
道
を
憂う

れ

う

と
題
し
て
自
転
車
走
行
の
無
謀

さ
に
警
告
を
発
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
私
も
同
じ
危
惧
を
持

つ
一
人
で
す
。
以
下
は
私
の
提

案
で
す
。

免
許
制
に
す
る

自
転
車
利
用
者
は
講
習
（
信
号

順
守
、
左
側
通
行
、
速
度
制
限

等
）
を
受
け
、
免
許
証
を
交
付

し
て
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う

鑑
札
を
つ
け
る

所
有
者
が
す

ぐ
判
り
、
盗
難
に
遭あ

っ
て
も
す

ぐ
連
絡
が
つ
く
（
戦
前
は
後
輪

の
泥
除よ

け
カ
バ
ー
に
付
け
ら
れ

て
い
た
）

直
角
駐
輪
を
や
め

る

一ち
ょ

寸っ
と

だ
か
ら
と
自
転
車
道

に
直
角
に
駐
輪
す
る
の
は
道
が

塞ふ
さ

が
れ
て
迷
惑
な
上
に
危
険
。

端
の
植
木
ゾ
ー
ン
へ
ぴ
っ
た
り

平
行
に
止
め
る
こ
と

携
帯
電

話
を
禁
止
す
る

走
行
し
な
が

ら
の
携
帯
電
話
は
若
い
人
に
多

い
が
、
神
経
が
散
漫
に
な
り
事

故
に
繋つ

な

が
る
の
で
絶
対
や
め
る

こ
と

自
転
車
専
用
道
路
を
走

る

路
面
に
自
転
車
マ
ー
ク
が

付
い
た
道
路
が
あ
れ
ば
、
必
ず

そ
こ
を
走
る
こ
と
。

以
上
、

読
者
の
皆
さ
ん
に
自
転
車
マ
ナ

ー
を
考
え
て
頂
く
叩
き
台
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

楽
し
み
な
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

歌
や
ゲ
ー
ム
で
呆
け
防
止

（
築
港
・
柴
田
セ
ツ
子

歳
）

私
は
昨
年
末
に
腰
を
痛
め
、

退
院
し
て
か
ら
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

午
前
中
に
迎
え
に
来
て
頂
き
、

お
風
呂
に
入
り
、
昼
ご
飯
を
食

べ
、
色
々
な
ゲ
ー
ム
を
し
、
最

後
に
皆
で
歌
を
歌
い
ま
す
。
私

は
カ
ラ
オ
ケ
に
は
行
か
な
い
の

で
、
歌
の
時
間
が
一
番
楽
し
み

で
す
。
い
つ
も

♪
青
葉
茂
れ

る
櫻さ

く

井ら
い

の

と
い
う

櫻

井
の
訣け

つ

別べ
つ

を
、
私
が
大
き
な

声
で
先
に
立
っ
て
歌
う
の
で
す

が
、
楠
正ま

さ

成し
げ

・
正ま

さ

行つ
ら

父
子
の
別

れ
の
情
景
が
浮
か
ん
で
き
て
涙

が
出
ま
す
。週
に
二
日
で
す
が
、

こ
ん
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
で
呆ぼ

け
防
止
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ

ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
最
後
に
一
言
。
今
は
昔
の

人
が
驚
く
ほ
ど
便
利
な
世
の
中

に
な
り
ま
し
た
が
、
戦
死
し
た

人
た
ち
の
た
め
に
、
一
軒
で
も

多
く
の
家
が
、
祝
日
に
は
日
の

丸
を
空
に
な
び
か
せ
て
ほ
し
い

そ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

語
り
手
減
る
中
で
貴
重
な

戦
争
体
験

の
継
続
を

（
池
島
・

歳
女
性
）

戦
後
生
ま
れ
の
私
も
、
戦
争

は
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
強
く
思
う
。
そ
れ
は
映
画
や

小
説
な
ど
で
体
験
者
の
声
を
重

ね
て
聴
き
、
読
ん
で
い
る
か
ら

だ
ろ
う
。
今
月
の
西
山
さ
ん
の

戦
争
体
験

（
前
号
８
面
）

も
ま
た
、
当
時
を
あ
り
あ
り
と

伝
え
る
内
容
だ
っ
た
。
北
満
州

の
酷
寒
（
ド
ア
の
ノ
ブ
に
触
れ

る
と
皮
が
は
が
れ
、
タ
オ
ル
が

カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
た

な
ど
）

や
、
重
い
軍
事
物
資
の
運
搬
。

こ
れ
だ
け
細
か
な
様
子
を
高
齢

の
今
も
語
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
ぎ
り
ぎ
り
の
体

験
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
奥
様

は
お
国
の
た
め
に
頑
張
っ
て

と
送
り
出
さ
れ
た
と
い
う
が
、

ど
ん
な
思
い
だ
っ
た
か
。
戦
後

六
十
六
年
、
語
る
方
は
ど
ん
ど

ん
減
る
中
、
八
月
に
限
ら
ず
こ

の
コ
ー
ナ
ー
を
ず
っ
と
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
港
新
聞
の
姿

勢
が
表
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

人
気

っ
て
な
ん
や

（
池
島
１
勝か

つ

部べ

泰や
す

臣お
み

歳
）

人
気

と
云
う
正
体
不
明

の
現
象
。
プ
ロ
野
球
楽
天
の
田

中
将ま

さ

大ひ
ろ

と
日
ハ
ム
斉
藤
佑ゆ

う

樹き

。

尻
の
大
き
さ
だ
け
で
断
然
マ
ー

君
。
予
想
通
り
実
績
で
差
が
つ

い
た
。
し
か
し
、
新
聞
・
テ
レ

ビ
は
負
け
て
も
ハ
ン
カ
チ
重

視
。
政
治
の
世
界
で
も
四
、
五

年
前
か
ら
見
て
く
れ
の
い
い
の

が
幅
を
利き

か
し
て
い
る
。
先
月

の
港
新
聞
１
面
を
飾
っ
た

現

場
が
好
き
や
！
の
若
い
人
達
。

電
車
で
大
股
広
げ
て
る
若
者
達

と
は
ま
る
で
違
う
。
た
く
ま
し

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

い
。
震
災
後
、
世
間
一
般
の
目

は
人
気
先
行
の
傾
向
に
色
々
な

面
で
厳
し
く
な
っ
て
き
て
る
。

一
部
の
能
天
気
な
テ
レ
ビ
・
新

聞
も
笑
い
物
に
な
ら
ぬ
う
ち
に

改
め
な
い
と
。

現
場
で
の
奮
闘
に
気
合

（
弁
天
・

歳
男
性
）

俺
は
現
場
仕
事
が
好
き

や
！
（
前
号
１
面
）を
何
度
も

読
み
返
し
ま
し
た
。
草
食
系

と
言
わ
れ
て
も
抵
抗
を
感
じ
な

い
若
者
が
多
い
中
、
ス
ー
パ
ー

肉
食
系
男
子
の
解
体
業
に
か
け

る
情
熱
、
現
場
で
の
奮
闘
に
気

合
が
入
り
ま
し
た
。
資
格
、
資

格
と
履
歴
書
の
重
さ
ば
か
り
気

に
す
る
若
者
に
は
ぜ
ひ
読
ん
で

ほ
し
い
。
港
新
聞
は
一
般
紙
よ

り
記
事
が
身
近
で
、最
高
で
す
。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん

（
市
岡
元
町
３
）
の
絵
手
紙

■
交
通
事
故
・
後
遺
障
害
フ
ォ

ー
ラ
ム
大
阪

交
通
事
故
被
害

者
の
た
め
怪
我
、
賠
償
金
な
ど

疑
問
や
困
り
事
の
円
満
解
決
へ

ア
ド
バ
イ
ス
。

法
人
交

通
事
故
１
１
０
番
が
主
催
。
行

政
書
士
が
サ
ポ
ー
ト
。
九
月
二

十
四
日（
土
）に
中
之
島
の
大
阪

市
中
央
公
会
堂
大
会
議
室
で
。

入
場
個
別
相
談
無
料
。物
品
販

売
な
し
。

講
演

交
通
事
故

に
お
け
る
実
利
あ
る
解
決
と

は
？

（
十
三

十
四
時
）

質
疑
応
答（
十
四
時

十
四
時

半
）

個
別
相
談
（
十
四
時
四

十
五
分

十
八
時
）。問
合
せ
・

申
込
は
行
政
書
士
の
む
ら
事
務

所
（
築
港
三

七

一

六
〇

八
、
六
五
七
六

六
〇
七
八
、

＠）
ま
で
電
話
か
メ
ー
ル
で
。

■
韋い

駄だ

天て
ん

商
店
街

ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
港
区
を
元
気
に

と
商
店
街
を
舞
台
に
展
開
さ
れ

る
毎
秋
恒
例
の
住
民
参
加
イ
ベ

ン
ト
。
繁
栄
商
店
街
振
興
組
合

主
催
で
五
回
目
。
九
月
十
八
日

（
日
）
正
午

十
七
時
、
繁
栄

商
店
街
（
南
市
岡
３
）
ア
ー
ケ

ー
ド
内
特
設
一
〇
〇

コ
ー
ス

で
。
小
学
生
低
学
年
（
五
〇

）

・
小
学
生
・
シ
ニ
ア
・
レ
デ
ィ

ー
ス
・
オ
ー
プ
ン
の
各
部
門
出

場
選
手
（
総
定
員
六
五
）
募
集

中
。
観
戦
無
料
、
応
援
歓
迎
。

六
五
八
三

〇
三
二
六
ふ
と

ん
館
ひ
ら
の
や
。

■
臨
床
道
化
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
１
１

こ
ど
も
理
解
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス

す
べ
て
の
こ

ど
も
に
こ
ど
も
時
間
を

と
入

院
生
活
を
送
る
子
ど
も
の
病
室

を
定
期
訪
問
し
、
遊
び
や
関
わ

り
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ク
リ
ニ
ク

ラ
ウ
ン（
臨
床
道
化
師
）の
活
動

報
告
や
講
演
な
ど
を
通
し
て
子

ど
も
の
療
育
環
境
向
上
を
考
え

合
う
イ
ベ
ン
ト
。
十
月
十
六
日

（
日
）十
時
半

十
五
時
、

ピ

ア

六
階
大
会
議
室
（
築

港
二

八

二
四
）
で
。

か

す
か
な
光
へ
』（
九
十
三
歳
の
教

育
研
究
者
・
大
田
堯
さ
ん
の
挑

戦
を
描
く
記
録
映
画
）
上
映

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
活

動
報
告

日
本
社
会
福
祉
会
前

副
会
長
・
中
川
る
み
さ
ん
の
講

演

事
例
報
告
。
参
加
費
は
一

般
二
千
円
、学
生
千
五
百
円（
資

料
代
込
、上
映
会
の
み
千
円
）。

定
員
百
五
十
名
。
主
催
は
特
定

非
営
利
活
動
法
人
日
本
ク
リ
ニ

ク
ラ
ウ
ン
協
会
。問
合
せ
申
込

は

・

六
五
七
五

五
五
九
二
、
メ
ー
ル

＠

へ
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば
と
始
め
た
。
気
楽

な
参
加

を
呼
び
か
け
。
無
料
。

要
予
約
。
毎
月
第
二
・
第
四
土

曜
（
九
月
は
二
十
四
日
、
十
月

は
八
、二
十
九
日

第
五
土
曜
）

十
五

十
八
時
に
松
井
整
骨
院

内
で
。弁
天
四

一
〇

二
六
、

六
五
七
二

一
一
六
五
。

最
後
に
港
区
役
所
防
災
担
当

者
が
講
評
を
行
な
い
、

普
段

や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
は
、

い
ざ
と
い
う
時
に
は
絶
対
出
来

な
い
。
今
日
の
訓
練
を
思
い
出

し
、
家
族
で
災
害
時
の
行
動
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
ほ
し
い

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

◆
ち
ょ
っ
と
自
信
と
安
心

高
所
避
難
訓
練
を
終
え
た
女

性
二
人
は

近
く
に
高
い
建
物

が
あ
っ
て
安
心
。
ス
ロ
ー
プ
で

上
り
や
す
い
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
今
日
は
早
朝
で
し
た
が

大
勢
参
加
さ
れ
て
よ
か
っ
た
で

す

。
車
椅
子
を
押
し
た
溝
口

守
さ
ん

は

同
じ
班
の
方

を
乗
せ
て
上
が
り
ま
し
た
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
も
や
れ
る
自

信
が
ち
ょ
っ
と
出
来
ま
し
た
。

車
椅
子
を
押
し
て
も
ら
っ
て
い

た
三さ

え

枝ぐ
さ

サ
ダ
エ
さ
ん

は

腰
が
悪
く
て
避
難
に
は
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て

助
け
て
頂
け
る
こ
と
が
分
か

り
、
少
し
安
心
し
ま
し
た

。

初
期
消
火
訓
練
で
ポ
ン
プ
稼

働
に
挑
戦
し
た
三
十
代
男
性
は

妻
と
子
供
と
三
人
で
参
加
し

ま
し
た
。
去
年
引
っ
越
し
て
き

た
の
で
初
め
て
で
し
た
が
、
い

い
訓
練
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で

す
。
特
に
高
所
避
難
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
近
所
に
高
い
建

物
が
あ
る
の
は
安
心
で
す

と

話
し
て
い
ま
し
た
。

同
町
会
で
は
平
成
二
十
一
、

二
十
二
年
に
も
防
災
訓
練
を
実

施
。毎
月
の
班
長
会
議
で
も
災

害
時
に
地
域
で
支
え
合
う
関
係

作
り
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

津
波
発
生
時
は
高
所
へ
避
難

す
る

こ
と
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
る
中
、
弁
天
三
丁
目
北
町
会

で
は
八
月
二
十
一
日
朝
、
高
所

避
難
を
含
む
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
会
員
約
六
十
人
が

参
加
。
大
阪
市
危
機
管
理
室
、

港
区
役
所
防
災
担
当
、
港
・
大

正
公
園
事
務
所
、
パ
チ
ン
コ
１

・
２
・
３
が
協
力
し
ま
し
た
。

◆
海
溝
型
地
震
を
想
定
し

ま
ず
午
前
七
時
か
ら
、

和

歌
山
沖
で
海か

い

溝こ
う

型
地
震
が
発
生

し
た

と
の
想
定
で
、
役
員
・

班
長
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
安
否
確
認
や
弱
者
救
出
の
訓

練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
七
時
四
十
分
か
ら
、
津

波
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、

パ
チ
ン
コ
１
・
２
・
３
の
屋
上

ま
で
徒
歩
や
車
椅
子
で
移
動
す

る
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

屋
上
で
河
合
知と

も

義よ
し

会
長

は

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
横

移
動
で
は
だ
め
だ
、
縦
に
避
難

を

と
い
う
こ
と
で
企
画
し
、

こ
の
よ
う
な
立
体
的
避
難
訓
練

が
出
来
た
。
港
区
で
は
恐
ら
く

初
め
て
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は

学
校
が
中
心
だ
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
近
く
の
建
物
を
避
難
場

所
と
し
、
ど
の
地
区
の
人
は
ど

の
建
物
へ
逃
げ
れ
ば
良
い
か
を

区
役
所
と
相
談
し
て
決
め
て
い

く
。
決
ま
っ
た
ら
班
長
か
ら
知

ら
せ
る
の
で
確
認
し
て
ほ
し

い

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

◆
初
期
消
火
訓
練
も

八
時
半
か
ら
は
弁
天
公
園
に

場
所
を
移
し
、

火
災
が
発
生

し
た

と
の
想
定
で
初
期
消
火

訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
町

会
所
有
の
エ
ン
ジ
ン
付
き
ポ
ン

プ
の
稼
働
・
放
水
に
、
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
模
範
実
技
に
続
い
て

会
員
が
次
々
と
挑
戦
、

こ
う

や
っ
た
ら
（
ポ
ン
プ
が
）
始
動

す
る
ん
か

な
ど
と
コ
ツ
を
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練
に
取
り
組
む
弁
天
３
丁
目
北
町
会
の
会

員
ら
。
上
は
パ
チ
ン
コ
店
で
の
高
所
避
難
訓
練
、

下
は
弁
天
公
園
で
の
初
期
消
火
訓
練

８
月

日

港 新 聞防災・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 木曜日防災・催し・読者


